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 論文内容の要霞

はじめに

勘h1ηgoわ

γ一短xac姐or

するグラム陰

分解酵素構造遺

され、γ凝CR

 っていた(Fig.生)。

γ一HC琶のよ

であることが

合物の分解菌

オレメディエ

伝子群の導入

るだけでは分

現制御系や、

様々な國子が

 子の研究に比べてはるかに立ち遅れている。

これらのこと

総合的に理解

株を用いたγ一RCR分解に関わる新規霞子の取

第玉章トランスポゾンを篤いたU雛6突然変異株

第1章ではミ

UT26のレHCH

遺伝子以外の

の中でTnMoゴ

ついては第2章と第4章でそれぞれ詳細な解析を行

第2章一騒C難下流代謝経路とその関連遺伝子群の

UT1023の解析
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遺伝子伽Fを同

はLinAからLln

変換される。

ム塩基配列を解

餅ke給adまpa重

きに存在した1

いることを明ら

 れた(Fig.1)。

一方、PFGE解析

の1∫n遺伝子群

番染色体、二番

明らかとなった

遺伝子、あるい

 が、そのことが明確に証明された。
の
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 罫嬉LUT26のγ遡C翻代謝経路と2,6のC翻Q代謝経路
騒g.2むT26のγ癩C猛分解

 第3章顧C鷺代謝産物による生育阻害効果

UT26のγ一HCH資

し、栄養培地に

のために各反応

がUT26の生育に

示さず、LinBに

2,5-DC琶QがUT
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 論文審査結果の要旨

珍物go肋醗ノ

難exa楓orocyc

するグラム陰性

 らし憾の働きによりm説yiac磁

Y遭。}iのよう

伝子、(ii)基質
子の双方が重要

みならず、後

あ細胞として
 るq

本研究では、.

,いたY駁CH1分
謝に関わる遺伝

全貌が解明され

うに獲得して

得られた。次
について解析

蚤{CB代謝系の

とが開確に示さ
ランスポータ

水性物質の透過

難分解性の人
 に示された最初の例であり、当該

以上、本研究結

の研究とは閉

の特殊環境へ

出者が自立して

 り、遠藤諒氏提出の論文を博士
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